
平成３０年 第７回別海町教育委員会議 会議録 

 

１ 開催日時  平成３０年５月１８日（金） 

午前１０時００分から午前１０時５０分まで 

 

２ 開催場所  別海町役場 町議会第２委員会室 

 

３ 出 席 者 （３名） 

教育長         伊 藤 多加志 

教育委員        大 塚 保 男 

        教育委員        粥 川 一 芳 

 

４ 出席職員 （１７名） 

部次長         石 川   誠 

指導主幹        住 吉 幹 城 

        指導参事        根 本   渉 

学務課長        入 倉 伸 顕 

        学務課主幹       谷 村 将 志 

        学務課主査       佐 藤   亮 

学務課主査       大 山 晋 作 

        生涯学習課主幹     佐々木 いずみ 

        生涯学習課主査     戸 田 博 史 

        生涯学習課主査     立 澤 雅 彦 

        給食センター主査    成 瀬 広 子    

中央公民館長      内 山   宏 

中央公民館副館長    浦 山 佳代子 

西公民館長       田 村 康 行 

東公民館長       福 原 義 人 

東公民館副館長     小 村   茂 

図書館長        千 葉   宏 

 

５ 議事日程 議案第１号   別海町教育事務執行の点検評価等に関する事業実績報告

書の提出について 

       議案第２号   別海町教育支援委員会委員の委嘱について 
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－【開 会】－ 

ただいまから平成３０年第７回の別海町教育委員会議を開会いたしま

す。 

本日の出席者は３名ですので、別海町教育委員会会議規則第５条の定

足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

開会に当たり、私から一言ご挨拶申し上げます。 

本日は御多用の中、お集まりいただきまして誠にありがとうございま

す。 

５月になり、各幼稚園、小学校、中学校では、家庭訪問や、運動会、

体育祭の準備が始まるなど、本格的に動き始めました。 

昨日からは、教育委員の学校訪問が始まりました。 

各幼稚園、学校の子供たちの様子を直接見ていただくことで、それぞ

れの取り組みや成果、課題を共有できたらと思っております。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

先日、別海町子供会育成連絡協議会の総会があり、出席しました。 

町内６地区からそれぞれ３名の評議員が出席することになっています

が、１８名全員が出席しておりました。 

町内各地区に、別海の子供たちのため、このように活動してくださる

方がいらっしゃることがとても心強く思い、うれしく思いました。 

年度始めに、私は、各学校の校長先生、教頭先生に学校からの発信、

教育委員会からの発信についてお話ししました。 

これからコミュニティ・スクールを進めていく上でも、町民の方にも

っと学校の様子、子供たちの様子を伝えていきたいと思っております。 

各学校でもいろいろ取り組んでくれています。 

新年度になり、早速フリー参観日を取り入れてくださった学校もあり

ました。 

また、学校だよりを地域の店と郵便局に掲示してもらっている学校も

あります。 

地域の保育園から送られてくる保育園だよりを先生方に回覧している

中学校もあります。 

各学校でいろいろな工夫をしています。 

教育委員会でも、３月末からコープさっぽろに給食献立表を置いても

らっています。 

４月からフクハラ別海店にもおいてもらっています。 

保護者や町民の皆さんに、給食にもっと関心を持ってもらえたらと思

っております。 

学校のこと、子供たちのこと、教育のことが、もっと町民の方々にと
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って身近になるような工夫、また、インターネットの環境がない町民の

方にも、学校の様子、子供たちの様子を伝えていける工夫など、発信の

方法をいろいろ考えていけたらと思っています。 

そして併せて、わかりやすくしていきたいと思っています。 

教育をわかりやすい言葉で語り、学校が、教育がより身近になるよう

にできたらと思っております。 

地域の中に「地域の子供たちは地域で育てる」という意識をさらに広

げていきたいと思っています。 

－【会議録の承認】－ 

それでは日程第２、前回会議録の承認に入ります。 

平成３０年第６回の会議録について、事前に各委員さんに事務局から

送付しておりますので、訂正御意見等ありましたら、発言をお願いいた

します。 

（「なし」の声あり） 

なければ平成３０年第６回の会議録について承認することとしてよろ

しいですか。 

（「はい」の声あり） 

平成３０年第６回の会議録について承認することといたします。 

 

－【報 告】－ 

それでは、日程第３報告に入ります。 

４月２７日に開催しました第６回教育委員会議から、本日までの行事

や実施事業等について事務局から報告願います。 

 

それでは、教育部長が本日、休暇をとっていますので、私のほうから

報告いたします。 

４月２１日以降の報告となります。 

４月２７日午前１０時から第６回教育委員会議が行われました。 

同日、午後３時から「第１回別海町特別支援学級合同事業運営委員会

研修会・総会」が行われました。 

ゴールデンウィーク明けの５月８日午後１時半から定例校長会議が行

われました。 

１０日午前１０時半から上風連地域センターにて「上風連開基１００

周年記念式典及び祝賀会」が開催されました。 

教育長が出張のため、山田部長が出席しております。 

同日札幌市にて、「平成３０年度北海道町村教育委員会連合会総会」が

行われ、教育長が出席しております。 
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翌日、５月１１日午後７時から町民体育館にて、「平成３０年度別海町

体育協会評議員会、表彰式」が行われ、私が代理で出席しました。 

表彰式は、スポーツ功労賞をサイクリング協会所属の菅野春江氏が、

受賞しました。今回受賞者はお一人となります。 

５月１２日土曜日午前１０時から西公民館にて、「第４４回子どもまつ

り」が行われました。 

同日、７時から郊楽苑にて、「平成３０年度別海町軟式野球連盟開幕前

夜祭」が行われまして、部長と私が出席しています。 

５月１３日日曜日午前１０時から中央公民館にて、「第４１回べつかい

子どもまつり」が行われました。好天に恵まれて、４００名に及ぶ来場

者で大盛会でした。 

５月１４日午前１０時から東公民館にて、「平成３０年度尾岱沼平成寿

大学入学式」が行われました。 

同日午後７時から中央公民館にて、「平成３０年度別海町文化連盟定期

総会」が行われました。 

５月１５日午後１時から、「平成３０年度第１回別海町社会教育委員の

会議兼ねて公民館運営審議会」が行われました。 

翌１６日午前１０時から中央公民館にて、「平成３０年度平成寿大学合

同入学式」が行われました。 

同日午後４時から、「第１回別海町立幼稚園長会議」が行われました。 

そして５月１７日「教育委員等学校訪問」、今回、５日間日程の初日と

いうことで、上風連小学校と上風連中学校に訪問しました。 

予定では、中央中学校の訪問が同日に入っておりましたが、学校の都

合がつかなくなり、後日に延期となっております。 

以上で報告終わります。 

ありがとうございました。 

－【議 事】－ 

それではこれから日程第４議事に入ります。 

議案第１号別海町教育事務執行の点検評価等に関する事業実績報告書

の提出について事務局から説明願います。 

議案第１号につきましては、まず、議案資料の１ページについて説明

した後、皆さんにお配りしておりますかなり分厚いものですが、別冊の

平成３０年度別海町教育事務執行の点検評価等に関する事業実績報告書

について、前年度からの変更点や主要な事業等を各担当から簡単に説明

いたしますので、よろしくお願いします。 

それでは、議案第１号別海町教育事務執行の点検評価等に関する事業

実績報告書の提出について説明いたします。 
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議案の１ページをご覧ください。 

本議案は、別冊でお渡ししています、平成３０年度別海町教育事務執

行の点検評価等に関する事業実績報告書を、４月２７日に開催しました

第６回教育委員会議内で決定した点検評価委員に提出するものです。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項で、教育委

員会は毎年その権限に属する事務の管理及び執行状況について点検評価

を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとと

もに、公表しなければならないと定められております。 

また、同条第２項では、教育委員会は前項の点検評価を行うに当たっ

ては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るものとされて

おります。 

今後は、今回提出する実績報告書で点検評価委員の楠瀬功氏、青野芳

樹氏に点検評価を行っていただき、その後作成する評価報告書を議会に

提出するとともに、公表する予定となっております。 

続きまして、別冊の平成３０年度別海町教育事務執行の点検評価等に

関する事業実績報告書の学務課１ページをご覧ください。 

まずは、学務課総務担当分について簡単に説明させていただきます。

上段は別海型コミュニティ・スクール推進事業です。 

こちらは平成２９年度に推進委員会４地区の設置を目標としておりま

したが、実績として４地区設置しております。 

下段は、北海道別海高等学校教育支援事業です。 

平成２９年度につきましては、補助、助成について、全て実施してお

ります。 

内訳としましては、通学費助成が１０９名、通信衛星事業補助が７１

名、部活動外部指導者派遣が１名となっております。 

なお、両事業とも評価は A としております。 

学務課総務担当分は以上です。 

続きまして、施設担当分の主な事業の概要について説明いたします。 

学務課２ページから１５ページになります。 

上風連小学校の老朽改修工事につきましては、築４５年以上が経過し

老朽化が激しいことから、外部の屋根外壁の改修、内部の天井等の改修

を行い、トイレの水洗化等を実施し、改修を完了しております。 

中春別小学校、中学校の教員住宅トイレ改修につきましては、小学校

４戸、中学校６戸のトイレを３年で水洗化することを計画しており、２

９年度につきましては、小学校２校、中学校２校について合併浄化槽を

設置し、水洗化を完了しております。 

舞台改修工事につきましては、前年度の点検調査に基づき小学校３施
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設、中学校２施設について照明や舞台幕のワイヤー交換等を行い、補強、

転落防止の措置を完了しております。 

西春別小学校の高圧受電設備改修につきましては、平成２９年度に北

電中から、高圧受電設備までの点線の改修、電柱の新設を実施し、完了

しております。 

引き続き平成３０年度は高圧受電設備本体の更新を予定しておりま

す。 

上西春別中学校の防音改築事業につきましては、校舎に続き平成２９

年度から講堂の改修、改築を実施し、平成２９年度時点で、基礎工事柱

の廃棄まで完了している状況となっております。 

講堂の改築工事につきましては、平成３０年９月に完了する予定であ

ります。 

最後に、別海小学校、中学校旧校舎の取り壊し工事につきましては、

平成２９年度調査設計を実施し、図面等の作成が完了しておりますが、

平成３０年度の実施につきましては見送りとし、来年度以降の実施を検

討しているところであります。 

以上で学務課施設担当からの説明とさせていただきます。 

それでは学務課学校教育・適正化等担当分について説明をさせていた

だきます。 

担当分については学務課 1６ページから１９ページになります。 

担当の事業につきましては、昨年度 A 評価ということで、そこから今

年度、変更している点は特にございませんけども、今回特に学校図書に

関する部分について、平成３０年度からの取り組みの内容について説明

をさせていただきたいと思っています。 

全小中学校の学校図書の充足率についてですが、昨年９月３０日時点

での通常学級数を基準とした、図書の標準冊数の数値となりますが、小

学校で１番低い図書の充足率の学校が６２.４８％、高い充足率の学校に

つきましては１４９.１１％。 

中学校につきましては、１番低い充足率の学校が５３.１８％、１番高

い充足率の学校は１４９.７５％という状況となっております。 

このため、全学校の特に充足率が低い学校の学校図書整備を進めてい

く必要がありますので、平成３０年度から各学校の学校図書の充足率を

平成４０年度末までに、平成２９年度の通常学級をベースにした中で、

全校１００％とする目標を設定しております。 

既に平成３０年度からこの取り組みの実施を行っているところです

が、本年度の予算につきましては、これまで小学校中学校合わせて２０

０万円程度の予算でしたが、平成３０年度につきましては１００万円増



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食センター主

査 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の３００万円という状況となっております。 

このため、各学校の図書整備にかかわる予算配分につきましても、ま

ずは各校希望等の考慮を行わず、当面、図書充足率の低い学校に重点的

に予算配分を行いつつ、充足率１００％という目標を達成できるように

取り組んでいくところです。 

学校図書整備事業につきましては、事業目的として、児童生徒か読む

図書の充実を図ることを目的としているところでもありますので、まず

は設定した目標を早期に達成できるよう、今後も取り組んでいきたいと

考えております。 

学校教育・適正化等担当については以上になります。 

給食センターの１ページです。 

賄い材料費の部分です。 

平成２９年度は、地場産の野菜や海産物乳製品を使用したメニューに

力を入れましたが、前年度から比べてサケ・ホタテ・乳製品の価格が高

騰しております。 

また、平成２９年度から認定こども園の給食が始まり、食数が増えて

おります。 

平成２９年度の特色として地場産品の使用のほか、行事食にも力を入

れており、日本ハムファイターズとのコラボ献立の提供等を行いました。 

以上です。 

生涯学習課生涯学習担当の事業報告について説明させていただきま

す。 

前年度から評価が変わっている事業は４事業ありまして、まず、生涯

学習課１ページの上段になります。 

ふれあいトーク宅配講座は前年受講者数が目標に及ばなかったので、

D 評価でしたが、平成２９年度は回数・受講者数ともに目標達成したの

で A としています。 

下段の生涯学習関係情報提供事業は平成２９年度２回しか更新でき

ず、閲覧者数も６１２人と大きく減りましたので、評価を D としていま

す。 

今年度は５月２１日からホームページもリニューアルされますので、

こまめな更新につとめたいと考えています。 

５ページをお願いいたします。 

下段の子供読書活動推進計画の策定は、前年度は D 評価でしたが、今

年の３月に策定を終えましたので、A 評価としています。 

教育委員の皆様には本日終了後、お配りする予定でおります。 

９ページ下段をお願いいたします。 



 

 

 

 

生涯学習課主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央公民館長 

 

 

別海町子供リーダーの集いは、前年は実施できず E 評価でした。 

平成２９年度は８月に開催しましたが参加人数が少なかったので、評

価をＢとしています。 

以上で生涯学習担当の説明を終わります。 

それでは文化財担当のほうから説明いたします。 

文化財担当事業８事業のうち、前年度と比較しまして、評価の変わっ

たのは、生涯学習１５ページの下になります。 

別海町歴史文化遺産認定事業の１事業となっております。 

旧・国鉄標津線、床丹３の川鉄橋米軍機空襲跡を、この別海町歴史文

化遺産認定事業別海町歴史文化遺産として認定しております。 

また、歴史文化遺産候補物件調査会議を２回開催し、候補物件を１４

０件リストアップしております。 

前年度は評価指標を新規登録数のみにしておりましたが、今回から候

補物件のリストアップ状況を強化指標に加えたため、評価を昨年度の D

からＢにしております。 

文化財担当からは以上です。 

それでは社会体育担当分について御説明いたします。 

ページ数につきましては生涯学習の１９ページから３７ページとなっ

ております。 

内容につきましては、A 評価が８、B 評価が４、施設の整備が７事業

となっております。 

生涯学習１９ページから２３ページ、２７ページと３０ページに記載

しております７事業については、指定管理者委託事業となっております。 

うち A 評価が５です。 

２３ページのスポーツ＠べつかい事業がＢ評価、３０ページの還暦ト

レーニング教室がＣ評価からＢ評価に評価が上がっております。 

参加人数については、昨年と同数の２１名ですが、出席率がよくなっ

ており、またアンケート結果について、数字が記載されておりますが、

８６％ということで高い数値となっております。 

これらはアンケート等を行いながら、魅力ある内容や新しいメニュー

などを取り入れた結果であると思われます。 

３１ページからの施設整備については、内容・事業量とも記載してお

りますのでお読み取りいただきたいと思います。 

以上です。 

中央公民館分の御説明をします。 

平成２９年度においては、当館は成人講座や異世代交流事業、少年事

業など２４事業を行っており、自己評価でＡ評価は、２２事業、Ｂ評価
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は２事業となっております。 

当館においての昨年度から評価が変わった３事業について御説明しま

す。 

中央公民館の１ページをお開きください。リクエスト講座です。 

本事業は、町民のニーズに合わせた学習機会を提供する目的で、平成

２９年度はうどん打ち講座と春休み小学生のためのスイーツ作り教室の

２講座を実施しており、参加者に好評であったことから、昨年度のＢ評

価からＡ評価にしております。 

続きまして、中央公民館３ページをお開きください。 

成人講座になります。 

本事業は健康づくり暮らしに関するセミナー、生活文化、食育などの

学習に参加しながら、交流を深め、社会活動に参加する人を育てる目的

で３講座、浴衣の着付け教室、手作りチョコ作り教室、そば打ち教室を

実施しました。 

計画していた４講座に対して３講座の実施となりましたが、参加者も

前年度実績を上回り好評であったことから、Ｂ評価からＡ評価にしてお

ります。 

続きまして、中央公民館１２ページをお開き下さい。 

各種芸術・文化鑑賞につきましては、ジャズコンサート２回、クラシ

ックコンサート１回開催し、地域住民に生の歌や演奏を身近に聞く機会

を提供できた点と、来場者も前年度と比較しまして１００人以上増えて

いることから、昨年度Ｂ評価からＡ評価にしております。 

以上で平成２９年度中央公民館分事業評価について、御説明を終わり

ます。 

続きまして、西公民館の平成２９年度事業実績報告をいたしたいと思

います。 

西公民館では、２５事業を掲げ、内Ａ評価２１、Ｂ評価２、評価対象

外が２となっております。 

それでは、評価に変動のあった事業を抜粋して説明いたします。 

まず１ページ目をお開きください。 

成人講座です。 

平成２８年度につきましては、講座数が目標に達していなかったこと

からＢ評価といたしましたが、平成２９年度につきましては、目標であ

る４講座４０人参加の目標を達成しておりますので、Ａ評価としており

ます。 

続きまして、１０ページの下段をご覧ください。 

家庭教育学級です。 
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平成２８年度につきましては、実施をしていなかったことから、評価

なしとしておりますが、平成２９年度につきましては、上西春別保育園

の保育参観の空き時間を利用しまして、保健センター職員を講師に迎え

て、「子どもの生活習慣と睡眠について」と題し、生活リズムを守る大切

さ、外遊びが脳と体を鍛えることの大切さなどを講義いたしております。 

そのことから平成２９年度につきましては、Ａ評価としております。 

本事業につきましては、平成３０年度以降も幼稚園や僻地保育園など

を対象に開催を検討しているところでございます。 

西公民館の事業実績報告につきましては以上です。 

それでは、別海町教育事務執行の点検評価等に関する事業の実績報告

について、東公民館所管の概要を御説明申し上げます。 

当館は中央公民館、西公民館と同様に、社会教育法第２０条公民館運

営方針に基づき、学習の担い手としての役割を果たすため、地域ニーズ

に合わせた事業を展開してまいりました。 

平成２９年度では、家庭教育講座や成人講座、異世代交流事業、少年

事業などのほか、運営状況や施設改修事業、合わせまして２０事業を展

開しております。 

自己評価ではＡ評価が１６事業、Ｂ評価が１事業、Ｃ・Ｄ評価はあり

ませんが、未実施の事業に関して１事業ありました。 

評価の上がった事業といたしまして、議案第１号別紙の東公民館２ペ

ージをご覧ください。 

ここに記載しております、リクエスト講座につきましては、地域の学

習ニーズに対応した学習機会の提供を目的とし、主体的に自ら気軽に学

ぶことができるよう、学習を支援する事業であり、平成２８年度のＢ評

価から平成２９年度はＡ評価としております。 

平成２９年度では、実施回数の増加と成人教室で行った事業をさらに

上級者レベルで実施したいとのリクエストから、参加者の向上心に期待

してアフターフォローとして、リクエストに応え実施したことから、評

価を上げたところであります。 

今後はアフターフォローを行うことで、地域のリクエストが自立的な

活動へと発展できるような取り組みを推進していきたいと考えておりま

す。 

このほか、同資料の東公民館１６ページをお開きください。 

尾岱沼地域で盛んに行われている尾岱沼地区少年少女下の句かるた大

会の実施事業では、地域の成人チームやかるた少年団のほか、他地域か

らの参加もあり、世代間や他地域間の交流が図れる事業として、従来の

２倍である１８チームが参加し、盛大に開催することができたため、評
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価を上げております。 

その他の事業説明につきましては、本資料を御参照いただきますよう

お願い申し上げ、割愛させていただきます。 

今年度も引き続き公民館の運営や事業を地域住民と協議しながら、よ

りよいものにしていきたいと考えております。 

以上、東公民館所管分の実績報告、概要について説明を終わります。 

それでは、図書館につきまして御説明させていただきます。 

平成２９年度別海町図書館実績報告について、御説明いたします。 

図書館につきましては、２１件のアクションプログラムがありまして、

ソフト事業１５件、ハード事業を５件実施しております。 

各ソフト事業の評価につきましてはＡ評価が１０件、Ｂ評価が４件、

Ｃ評価が１件となっており、そのうちＣ評価がついたものについて御説

明させていただきます。 

図書館１１ページをお開きください。 

「おはなし会」の実施といたしまして、毎週金曜日１１時から乳幼児

及び幼児・児童対象として絵本の読み聞かせを行っておりますが、平成

２９年度につきましては３６日の実施を行って、１６８人が参加してお

りますが、前年度に比べまして人数が大幅に減っております。 

３６日のうち、８日間につきまして、参加人数がゼロという形になっ

ております。 

これにつきましては、小さいお子様をお持ちの保護者の方の目につく

ところへ、お知らせ等のＰＲの掲示等を積極的に行っていくことで改善

を図っていこうと思っております。 

その他のものにつきましては、目標を達成しているものと思われます。 

今後も同じような形で、事業の推進を進めていこうと思っております。 

図書館につきましては以上です。 

それでは引き続きまして、平成２９年度の別海町郷土資料館の実績報

告について御説明させていただきます。 

郷土資料館につきましては、１７件のアクションプログラムがありま

す。 

内訳といたしまして、ソフト事業が１５件、ハード事業が２件となっ

ております。 

ソフト事業１５件につきましては、Ａ評価が１０件、Ｂ評価が３件、

Ｃ評価が２件となっております。 

うちＣ評価の２件につきましては、資料館の５ページをお開きいただ

きたいと思います。 

郷土資料の収集整理保存調査研究、こちらのほうにつきましては、平
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成２９年度につきましてはＣ評価という形になっております。 

平成２９年度につきましては、ほかの発掘調査等が入ってきてしまっ

たために独自に持っている研究等を実施することが、多忙につきできな

かったということが原因の一つになっております。 

続きまして、資料館の１４ページになります。 

郷土史学習推進に係る刊行物作成となっております。 

こちらの方も併せまして、同じく多忙のために調査整理等を行うこと

ができなかったので、新たな刊行物の発行が今回はありませんでした。 

こちらにつきましても、今後整備を進めまして、対応できるような形

で推進していこうと思っております。 

資料館につきましては以上になります。 

生涯学習研究所の事業報告について説明させていただきます。 

教育研究所１ページをお開きください。 

別海町生涯教育研究所では学校応援ボランティアリストの拡充、生活

習慣改善のための継続調査・啓発活動、研究紀要・所報「ふれット」の

発行、そして例年全戸配布をしているカレンダー版の「学びの木」の発

行の４事業を実施しています。 

研究所２ページをご覧ください。 

上段の研究紀要・所報「ふれット」の発行ですが、前年より発行回数

を減らしましたので、評価を一つ下げＢの評価といたしました。 

以上で生涯教育研究所の説明を終わります。 

内容説明が終わりましたので、御質問御意見等がありましたらお受けい

たします。 

たくさんの事業があり実施が大変な中でかなり評価を出しているとい

うことで、職員の皆さんの努力に対して敬意を証するところです。 

そのような中で、今の説明もあったのですけれども、今後に向けてど

う考えておられるかという観点でお話ししたいと思います。 

一つは、生涯学習の１２ページですけれども、旧光進小中学校校舎等

の利活用事業がＥ評価ということで、そこには少年団活動とか子供会等

の合宿の利用を考えていたが無かったということです。 

例えば、中央公民館事業等との共同による事業の実施ができるのでは

ないかとも思うのですが、今後、利活用の促進について、どのように考

えているかがまず１点です。 

それと、小、中、高の合同音楽祭、これも毎年すばらしい実績を上げ

ていると思います。 

これについて、合同音楽祭は、発表活動を地域の多くの方々に参観し

てもらうということも目的であると思いますが、ちょっと公民館では狭
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いのではないかと思っております。 

中央地区の大規模校については、ある特定の学年しか参加していない

ということもありますが、やはり１年に１回、別海町の全部の子供たち

が一堂に会して音楽祭を行うということであれば、できることならば大

きな会場で、それぞれの全校生徒が集まって交流できるような、そのよ

うなことが考えられないかということが２点目です。 

以上２点について伺います。 

旧光進小中学校の校舎等利用事業ですが、こちらについては、やはり

子供の減少と、ちょっと場所の関係ですね。 

不便な場所というのと、どうしても合宿等になりますと、食事を保護

者が作らなくてはいけないというので、保護者の負担が多いということ

で、この２年は申し込みがないという状況にあります。 

あとは、実際に総合政策課で行っている、テレワークと移住体験移住

定住事業で現在住宅の利用が満杯というのが現状です。 

今年の利活用事業については、生涯学習担当としては、今年度は中止

という方向で進めております。 

移住定住事業で、たくさんの住宅の利用が見込めますので、今年度は

そちらで集中的に使っていただくということを考えています。 

あと、体育館なんですけれども、体育館のほうだけは申し込みがあり

ましたら、使っていただけます。 

今年、町民体育館の改修もありますので、その関係で利用したいとい

う方がいれば、ぜひ使っていただきたいということは思っております。 

光進小中学校の利活用については以上です。 

あともう一つ、合同音楽祭です。 

以前、体育館で行っていた実績もあるのですが、基本的に学校の先生

方としては鑑賞事業ではなく、発表事業というような形でとらえており

ますので、生徒が集まって発表するということが根本なので、見ていた

だくのはかまわないのですが、集客のほうはあまり考えてないというの

が現状のようです。 

また、体育館での発表ですと、先生方の準備の関係上非常に負担にな

るとのことです。２日間の実施で大人数のため、準備も全て先生方にや

っていただいているため、利用しやすい公民館で実施しているというの

が今の現状です。 

また、生涯学習センターができましたら、今よりも広い会場でできる

と思いますので、是非その際には、鑑賞にも力を入れるような形で考え

ていきたいと思っています。 

以上です。 
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そのほかございませんでしょうか。 

先ほど説明がありました図書館関係です。 

ブックスタートを始めて３、４年ほどになりますが、かなり、実績と

しては上がっていると思います。 

それと関連づけた「お話の会」というような形で実施しているという

ことでが、参加する子ども達が、なかなか参加する機会がないというこ

とで受け取ってよろしいでしょうか。 

平成２４年度にスタートしたブックスタート事業ですが、毎年平均大

体１２０名ほどの実績です。 

保健センターの最初の健診のときに、一緒に伺ってそこで読み聞かせ

をして、ブックスタートセットを渡して、その大切さ親御さんにお伝え

しています。 

そのときに併せて、本館でこういうことをやっているというアピール

をしているような状況になっています。 

どうしても本館周辺にお住みの方につきましては、利用することは、

できるのですが。東と西ですね、尾岱沼と西春別地域の方つきましては、

機会がないと来ていただけないという状況にあります。 

それでも本館周辺の方につきましては、小学生ぐらいまでのお子様を

連れてこられる方たちが多いのですけれど、今年度につきましては、天

気というのは特に関係ないと思いますが、たまたま都合の悪い日が重な

ったとことで、人数が減ったような状況だと考えております。 

アピール等もしているつもりですが、１番最初に御説明しているだけ

なので、その後も続けて御利用いただけるように、説明していきたいな

と思っております。今後対応を今後考えてまいります。 

そのほかございませんでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

それでは御質問等がなければ、採決いたします。 

議案第１号について原案のとおり可決することに御異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

異議がないようですので、議案第１号について原案のとおり決定する

ことといたします。 

それでは、議案第２号別海町教育支援員会委員の委嘱について事務局

から説明願います。 

それでは、議案第２号別海町教育支援委員会委員の委嘱について、内

容について御説明をいたします。 

議案書の２ページをお開き願います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別海町教育支援委員会につきましては、障害の状態や本人の教育的ニ

ーズ、本人や保護者の意見さらには教育学や医学、心理学等の見地から

御意見、地域の学校の状況などを総合的な観点から就学先を決定しなけ

ればならないこととなっております。 

また、可能な限り早期の段階から本人や保護者・教育現場と情報を共

有しながら、一貫した教育指導教育支援ができるように、相談機能を兼

ね備える必要があるため、当委員会を組織しているところでございます。 

教育支援委員会の委員の任期につきましては、別海町教育支援委員会

設置条例第４条の規定に基づき、任期を２年としており、本年度におき

ましては、本年３月３１日までの２年間の任期終了に伴い新たな任期と

しての委員を委嘱することになることから、本会議において採決、承認

をいただくものとなっております。 

議案書の３ページをお開き願います。 

初めに、教育支援委員会の委員構成ですが、３ページの平成３０年度

の教育支援委員会委員名簿の項目、右から二つ目に選出区分等を記載し

ている欄にありますが、選出区分につきましては、別海町教育支援委員

会設置条例で施行規則第２条の規定に基づいた区分となっております。 

選出区分欄の説明ですが、当該欄に１号と記載しているものは、本委

員会の設置条例施行規則第２条第１項の規定に基づき、第１号委員とし

て、医師１名、２号は、同規則同条第２号に規定する第２号委員として、

学識経験者若干名、３号は、同規則同条第３号委員として、関係教育機

関の職員として、小学校、中学校の校長先生より各１名。 

また、各小中学校の特別支援コーディネーターや特別支援学級担当者

等の先生方より各校１名ずつ、各校より選出いただき合計１８名。 

４号は、同規則同条第４号に規定する第４号委員として、関係行政機

関等の職員に２名以内として、町福祉部保健課の臨床心理士、町児童デ

イサービスセンターより各１名ずつの構成として組織しております。 

委員の総数につきましては、昨年と同数の２３名の委員構成となって

おります。 

また、項目の１番右の欄をご覧いただき、再任、新任の区分欄で、再

任と表示している方々につきましては、昨年度の教育支援委員会の委員

として、委嘱をしていた方々であり、新任と記載している方々につきま

しては、今回新たに教育支援委員として委嘱を予定している方々となっ

ております。 

今回お示ししている教育支援委員会の名簿につきましては、再任の委

員が１５名、新任の委員が８名、合計２３名の委員構成となっておりま

す。 
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以上で、議案第２号の内容説明を終わります。 

内容説明が終わりましたので、御質問御意見等がありましたらお受け

いたします。 

（「なし」の声あり） 

御質問等がなければ採決いたします。 

議案第２号について、原案のとおり可決することに御異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

異議がないようですので、議案第２号について原案のとおり決定する

ことといたします。 

－【その他】－ 

それでは議事については全て終了しましたので、日程第５その他に入

ります。 

事務局から何かございますか。 

（その他なし） 

委員さんから何かございますか。 

（「なし」の声あり） 

それでは以上で本日予定していました案件については全て終了いたし

ました。 

これをもちまして、第７回教育委員会議を閉会いたします。 

皆さん御苦労様でした。 

－【閉 会】－ 

 


